
　
４
月
か
ら
産
前
産
後
期
間
の
保

険
料
免
除
制
度
が
開
始
さ
れ
、本

市
窓
口
で
も
申
請
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。制
度
に
つ
い
て
は
、保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
の
母
子
手
帳
の
交
付

手
続
の
際
に
、案
内
文
書
を
お
渡
し

す
る
な
ど
、周
知
を
図
って
い
ま
す
。

第407回 市議会定例会　６月14日

市 政 報 告6 月議会

　平山耕三市長は、６月１４日開会の第４０７回市議会定
例会で各議案の提案説明に先立ち、「５月１日に天皇陛下
が即位され、新しい元号『令和』の時代が幕を開けました。
　日本経済では、５月１３日発表の景気動向指数速報値
や同月２４日発表の月例経済報告など政府が発表する各
種経済指数が下方修正されるなど、景気回復が実感とし
て国民全体に浸透していない状況です。こうした情勢下、
経済活動に大きな影響を及ぼす少子高齢化社会の進
行をいかに食い止めるかが重要な課題となっています。
　４月１５日、高知県から、県産業振興計画に着手した２０
０８年度以降２０１５年度までの間における県内経済成長
率が示されました。県全体でプラス５．９パーセント、中山間
地域で６．７パーセントと、生産年齢人口の減少幅が大き
い中山間地域が、成長率では県全体を上回るというもの
でした。背景には多くの取組や要因があろうかと思います
が、人口が減少するなか、地方が、また、地方における中

山間地域が、経済成長を実現し得るという指標が示され
たことは、本市を含め地方創生の取組を進める自治体に
とって意義を有するものです。
　本市では、本年度、国営ほ場整備事業の推進体制を
強化するため、農地整備課を新設するとともに、これに先
がけ、３月２２日には各地区ほ場整備委員会、高知県農業
協同組合土長地区、農業委員会及び本市で構成される
高知南国地区国営緊急農地再編整備事業促進協議会
を設立し、令和２年度の着工要求決議を行いました。
　令和の時代の幕開けとともに、本市は、市制施行６０周
年という節目の年を迎えます。これまで諸先輩方が守り、
育んで来られた多くの事柄を次の世代へと引き継いで行
くとともに、『若者が希望を持ち、誰もが安心してくらすこと
ができるまち』の実現と、更なる市勢発展に向けまして、各
種施策に全力で取り組みます。」と述べた後、主要な課題
について報告しました。（内容はあらましです） 

国
民
年
金

　

産
前
産
後
期
間
の

保
険
料
免
除
制
度
が
開
始

　
昨
年
度
末
、「
南
海
ト
ラ
フ
沿
い

の
異
常
な
現
象
へ
の
防
災
対
応
検

討
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」が
国
に
よ
り
策

定
さ
れ
ま
し
た
。本
市
で
は
、臨
時

情
報
が
発
表
さ
れ
た
場
合
に
は
、小

・中
学
校
を
臨
時
休
校
と
す
る
こ
と

を
す
で
に
決
定
し
て
お
り
、保
育
所

等
も
、休
園
の
方
向
で
検
討
を
進
め

て
い
ま
す
。臨
時
情
報
を
最
大
限
に

活
用
し
、被
害
の
軽
減
に
つ
な
が
る

よ
う
、本
年
度
中
の
計
画
策
定
に
努

め
ま
す
。

南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策

臨
時
情
報
へ
の
防
災
対
応

　
市
立
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
周
辺
津

波
避
難
施
設「
命
山
」の
整
備
に
つ

い
て
は
、基
本
計
画
の
策
定
が
完
了

し
ま
し
た
が
、概
算
工
事
費
が
高
額

で
あ
る
た
め
、最
小
限
の
避
難
面
積

の
み
を
確
保
す
る
な
ど
の
規
模
を

縮
小
し
た
盛
り
土
構
造
や
、津
波

避
難
タ
ワ
ー
の
建
設
も
含
め
た
再

検
討
を
行
って
い
ま
す
。

津
波
避
難
施
設「
命
山
」の
整
備

　
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
平
成
15

年
度
か
ら
の
累
計
件
数
は
、耐
震
診

断
が
１
千
５
８
７
棟
、耐
震
工
事
に

至
っ
た
住
宅
が
６
５
４
棟
と
な
っ
て

い
ま
す
。引
き
続
き
、啓
発
活
動
を

行
う
な
ど
、南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策

と
し
て
、住
宅
の
耐
震
化
に
取
り
組

み
ま
す
。

住
宅
耐
震
化
促
進
事
業

　
市
内
バ
ス
路
線
を
運
行
す
る
と

さ
で
ん
交
通
株
式
会
社
の
路
線
退

出
を
本
年
９
月
末
に
控
え
、コ
ミ
ュニ

テ
ィ
バ
ス
の
運
行
に
向
け
て
手
続
を

進
め
て
い
ま
す
。運
行
を
予
定
す
る

４
路
線
の
運
行
事
業
者
も
そ
れ
ぞ

れ
決
定
し
、６
月
７
日
に
開
催
し
た

南
国
市
地
域
公
共
交
通
会
議
で
、

そ
の
他
運
行
方
法
等
の
承
認
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。運
行
方
式
は
、本

市
が
運
行
車
両
を
購
入
し
、こ
れ
を

運
行
事
業
者
に
貸
与
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

４
路
線
の
運
行
事
業
者
が
決
定

　
一般
会
計
の
形
式
収
支
は
、８
億
９

千
４
万
４
千
円
の
黒
字
と
な
り
ま
す
。

形
式
収
支
か
ら
翌
年
度
に
繰
り
越

す
べ
き
財
源
を
控
除
す
る
と
、実
質

収
支
は
、７
億
２
千
105
万
３
千
円
の

黒
字
と
な
り
、こ
の
う
ち
財
政
調
整

基
金
に
３
億
７
千
万
円
の
決
算
積
立

を
行
い
、翌
年
度
繰
越
金
は
３
億
５

千
105
万
３
千
円
と
な
り
ま
す
。

　
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
の
増
大

は
、ひ
い
て
は一般
会
計
を
圧
迫
す
る

こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
、特
別
会
計

に
お
い
て
も
収
納
率
や
加
入
率
の

向
上
、ま
た
受
益
者
負
担
の
適
正

化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、適
切
な
運

営
に
努
め
ま
す
。

財
政
状
況

収
納
率
や
加
入
率
の
向
上
な
ど

適
切
な
運
営

　
３
月
29
日
に
、森
林
環
境
税
及
び

森
林
環
境
譲
与
税
に
関
す
る
法
律

が
公
布
さ
れ
、本
年
度
か
ら
市
町

村
が
行
う
森
林
の
整
備
及
び
そ
の

促
進
に
関
す
る
施
策
の
財
源
と
し

て
森
林
環
境
譲
与
税
が
譲
与
さ
れ

ま
す
。本
年
度
は
、森
林
所
有
者
へ

の
意
向
調
査
を
中
心
に
実
施
し
、森

林
環
境
の
保
全
に
有
効
な
施
策
に

つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

森
林
環
境
譲
与
税

森
林
所
有
者
へ
の

意
向
調
査
を
実
施

　
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
生
活
し
て
い
く
う
え
で
の

課
題
に
つ
い
て
、介
護
、医
療
、福
祉

等
の
関
係
者
に
よ
り
検
討
を
行
う

「
地
域
ケ
ア
推
進
会
議
」を
３
月
に

開
催
し
ま
し
た
。今
後
と
も
、地
域

課
題
の
解
決
に
向
け
て
定
期
的
に

協
議
を
行
い
、高
齢
者
の
生
活
を
支

援
し
て
い
く
体
制
整
備
を
進
め
ま

す
。 介

護
保
険

地
域
ケ
ア
推
進
会
議
の
開
催

　
10
連
休
と
な
っ
た
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
期
間
中
、ご
家
庭
で
の
保
育
が
困

難
な
お
子
さ
ん
へ
の
対
応
と
し
て
、

長
岡
西
部
保
育
所
を
４
月
30
日
、

５
月
１
日
、２
日
の
３
日
間
開
所
し
、

延
べ
24
人
の
お
子
さ
ん
を
お
預
か
り

し
ま
し
た
。

子
育
て
支
援

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間
中
の

保
育
施
設
の
受
け
入
れ

　
４
月
６
日
、７
日
の
両
日
、満
開
の

桜
の
も
と
で「
岡
豊
山
さ
く
ら
ま
つ

り
」、「
土
佐
の
食
１
グ
ラ
ン
プ
リ
」が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。食
１
グ
ラ
ン
プ

リ
で
は
、本
市
の
斉
藤
牧
場
の
牛
乳

を
素
材
と
し
た「
南
国
斉
藤
牧
場

の
ノ
ン
ホ
モ
山
地
酪
農
牛
乳
ジ
ェ
ラ

ー
ト
」が
優
勝
し
、南
国
市
産
の
食

材
の
強
み
が
評
価
さ
れ
る
と
い
う

う
れ
し
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

春
の
イ
ベ
ン
ト

土
佐
の
食
１
グ
ラ
ン
プ
リ

　
南
国
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
委

託
し
て
実
施
し
て
い
ま
す「
あ
っ
た

か
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
事
業
」は
、誰

も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
地
域
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
、昨
年
度
、拠
点

機
能
を
見
直
し
、地
域
の
生
活
課

題
に
対
応
し
た
、制
度
の
狭
間
を
埋

め
る
新
た
な
支
え
あ
い
の
仕
組
み
づ

く
り
と
活
動
の
推
進
を
目
指
し
て

い
ま
す
。本
年
度
は
、ニ
ー
ズ
の
高
い

独
居
高
齢
者
の
集
い
と
小
学
生
の

学
習
支
援
の
実
施
日
を
増
や
す
と

と
も
に
、他
機
関
と
の
連
携
強
化
を

図
り
ま
す
。

あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

拠
点
機
能
の
見
直
し

　
大
篠
小
学
校
の
校
舎
増
築
が
本

年
３
月
に
完
成
し
、ま
た
、市
内
全

小
中
学
校
の
普
通
教
室
へ
の
空
調

設
備
の
整
備
が
完
了
し
ま
し
た
。

本
年
度
は
９
月
を
め
ど
に
特
別
教

室
へ
の
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、本
年
度
新
た
に
、ス
ク
ー
ル

ロ
イ
ヤ
ー
を
導
入
し
法
的
側
面
か

ら
助
言
等
を
行
う
こ
と
で
、学
校
の

諸
課
題
の
効
率
的
な
対
応・解
決
の

た
め
の
学
校
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
充
実

を
図
り
、学
校
ト
ラ
ブ
ル
へ
の
市
全

体
の
相
談
体
制
の
構
築
を
図
り
ま

す
。 教

育
環
境
の
整
備

普
通
教
室
へ
の
空
調
設
備
の

整
備
が
完
了

　
今
回
10
回
を
迎
え
ま
し
た
長
宗

我
部
フ
ェ
ス
で
は
、土
佐
長
宗
我
部

鉄
砲
隊
や
豊
後
大
友
宗
麟
鉄
砲
隊

の
鉄
砲
演
舞
な
ど
、歴
史
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
趣
向
を
凝
ら
し
た
出
し
物

で
、多
数
の
来
場
者
が
楽
し
み
ま
し

た
。ま
た
、市
制
施
行
60
周
年
記
念

の
冠
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、記
念
出
陣

式
、殺
陣
と
音
楽
と
踊
り
に
よ
る
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス「
破
天
航
路
ス
テ
ー
ジ
」

な
ど
も
実
施
し
、同
日
夜
に
開
催
さ

れ
た「
長
宗
我
部
の
宴
」に
は
、全
国

か
ら
長
宗
我
部
フ
ァ
ン
、歴
史
フ
ァ
ン

が
参
加
し
、交
流
を
深
め
ま
し
た
。

長
宗
我
部
フ
ェ
ス

中
央
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

　（
仮
称
）中
央
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
は
、４
月
か
ら
５
月
に
か
け

て
計
３
回
の
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

を
開
催
し
ま
し
た
。今
後
実
施
す

る
中
高
生
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
の
内
容

も
含
め
て
基
本
設
計
に
反
映
し
て

い
き
ま
す
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操

・
み
ん
な
の
体
操
会
」

８
月
25
日
開
催
が
決
定

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ「
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操・み
ん

な
の
体
操
会
」の
本
市
で
の
開
催
が

決
定
し
、８
月
25
日
の
日
曜
日
に
大

篠
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て
実
施
さ

れ
ま
す
。市
制
施
行
60
周
年
記
念

事
業
と
し
て
多
く
の
市
民
の
皆
様

に
ご
参
加
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
の
一

部
改
正
に
よ
り
、本
年
４
月
か
ら

「
子
ど
も
の
学
習・生
活
支
援
事
業
」

と
し
て
法
に
定
義
さ
れ
、学
習
の
支

援
に
加
え
て
、生
活
習
慣・生
活
環

境
の
向
上
等
への
取
組
に
関
す
る
事

業
強
化
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。本
市

で
は
、こ
れ
ま
で
も
中
高
生
の
進
学

や
就
労
等
の
相
談
に
応
じ
る
な
ど
、

必
要
な
情
報
の
提
供
や
助
言
を
行

っ
て
き
ま
し
た
が
、引
き
続
き
、生

活
困
窮
世
帯
の
子
ど
も
を
取
り
巻

く
学
習
・
生
活
・
養
育
の
課
題
に
対

し
、関
係
機
関
と
連
携
し
て
支
援

し
て
い
き
ま
す
。

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業

子
ど
も
の
学
習
・
生
活
支
援

　
有
害
鳥
獣
対
策
は
、こ
れ
ま
で
北

部
中
山
間
地
域
に
集
中
し
て
い
ま

し
た
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
林
産
物
へ

の
被
害
が
、稲
生
地
区
や
十
市
地

区
な
ど
南
部
地
域
で
も
報
告
さ
れ

る
な
ど
、被
害
発
生
地
域
の
拡
大
が

み
ら
れ
、市
内
全
域
の
鳥
獣
被
害
に

対
応
で
き
る
体
制
を
整
え
ま
し
た
。

本
年
度
、新
た
に
鳥
獣
被
害
対
策

実
施
隊
を
設
置
し
、今
後
は
農
家

等
に
被
害
の
聞
き
取
り
を
行
う
こ

と
で
、被
害
予
察
に
基
づ
い
た
予
察

計
画
を
作
成
し
、鳥
獣
被
害
対
策

実
施
隊
や
鳥
獣
被
害
対
策
協
議
会

を
中
心
と
し
て
、効
果
あ
る
有
害
鳥

獣
駆
除
に
努
め
ま
す
。

有
害
鳥
獣
対
策

新
た
に
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊

を
設
置
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